
　2020 年１月に発症報告された「新型コロナ
ウイルス感染症」の世界的感染拡大、また日本全
国への感染拡大は、ワクチンの普及、治療薬の開
発など状況の変化を見ながらもいまだ収束が見え
ない状況が続いています。
　この２年間、本校でも感染対策の徹底が求めら
れる中で、授業や臨地実習の在り方も大きな変化
を余儀なくされましたが、情勢の分析を行いなが
ら、学びを止めずに対面・オンラインによる学習
を作り上げてきました。コロナ禍の中でも、講師
の皆様や臨床からの大きなご協力をいただき、東
葛看護専門学校の教育理念をもとに学生の成長を
応援してきました。
　「コロナ禍でも実習に行くことができ、患者さ
んの思いを知ることができた」そして「例年どお
り授業が行えないことや Zoom での授業、２ク
ラスに分かれての授業だったが新しいことをたく
さん学ぶことができ仲間と日々学びあうことの
大切さと楽しさを知った」「人生で初めて勉強が
楽しいと思える 1 年だった」など、学生は、学
校での学びと臨地実習で、必死に生き抜こうとす

る人間の力強さ、人間の回
復力のすばらしさを実感し、
社会や平和と人権そして医
療者の役割にもしっかり目
を向け、人としての成長も
遂げています。
　コロナ禍でアルバイトの
減収や世帯収入の減少など
学生の経済状態にも大きく
影響を及ぼす中、昨年７月、東葛健康友の会の「学
生支援の呼びかけ」から、地域の方々からたくさ
んの支援物資や支援金が寄せられました。また、
昨年 12 月より東葛学食が再開されました。地域
の方々のあたたかいご支援に心から感謝申し上げ
ます。
　今もそして今後しばらくは、リモート授業や臨
地実習の中止や縮小、学内でも学年を超えての交
流などが困難な状況に陥ることも予想されますが、
コロナ禍の後につくるべき社会に思いを馳せなが
ら、様々な困難を励ましあって乗り越えていきた
いと思います。
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私たち 27 期生は、４月に東
葛看護専門学校に入学しました。
初めての医療や看護の勉強につ
いていけるのか心配でした。ま
た、今まであまりグループワー
クを経験してこなかったため、
周りの人と話せるのか、自分の
意見を伝えられるのか不安でし
た。入学してすぐに「事実をあ
りのままに捉える、地域の人の
生き方から学ぶ」を目的に初め
てのグループワーク、交流研修
を行いました。

Ｂ氏は「人間と核兵器は共存
できないと強く訴えたい」と、

６・９行動という核兵器廃絶を
求める運動を、１か月に１回
58 年もの間今でも続けていま
す。そのような活動が今年１月
の核兵器禁止条約発効にも繋が
り、「様々な運動が実り勝ちとっ
た宝物」と語っていました。Ｂ
氏の活動から、信念を持ち諦め
ず継続することの重要性を学ば
せていただきました。そして、
今後二度と戦争を起こさず、一
人一人の命が守られ平和な社会
にするためには、私たちが歴史
の事実を知り、国民の権利を守
るためにある日本国憲法につい

て学んでいく必要があると感じ
ました。

５月移動運動の授業では、普
段通っている道や施設が全ての
人にとって利用しやすいのかを
検証するために車椅子体験を行
いました。実際に乗ってみると
狭い道幅や様々な場所の段差が
あることに気づき、行動１つ１
つに神経を使って生活しなけれ
ばならないことを知り、外出が
しづらくなると思いました。全
ての人に移動の権利があります
が、現状ではそれが実現されて
いませんでした。障がいの有無

27期生
　担　任
戸澤亜矢
高田澄子
生田知歩

学生
共に歩んだ一年

1年
生

27 回ナーシングセレモニー
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にかかわらず１人の人として、
いつでも行きたいところに行け
るような社会になることが大切
だと感じました。さらに障がい
がある人を、好奇の目で見るよ
うな社会ではなく、お互いを認
め合う社会になったらいいと思
いました。

６月中旬基礎Ⅰ―１実習を行
いました。「患者さんのありの
ままの事実を捉えること」「患
者さんが医療や看護にどのよう
な願いや要求をもっているのか
を学ぶ」ことを目的とし実習に
臨みました。

70 歳後半女性Ｄ氏は、関節
リウマチと右小脳出血と糖尿病
を患っている方でした。入院前
は習いごとをしたり、散歩をす
るなど体を動かすことが好き
で、リウマチにより手が動きづ
らい状態でも工夫をしながら料
理や洗濯などの家事をされてい
たそうです。「今まで行えてい
たことをまた行えるようになり
たい」という願いがあり、リハ
ビリを頑張っていました。Ｄ氏

の指の関節が変形しています
が、「退院後自分で料理をした
い」とリウマチ専用の包丁を使
用し野菜を切るリハビリをして
いました。「包丁はリウマチ専
用のものもあるけれど、自分の
包丁でもやってみたい」とおっ
しゃっていました。

今まで出来ていたことができ
なくなっても今できることを見
つけ頑張って努力されているＤ
氏の姿に、患者さんは弱い存在
ではないと学び、私たちも元気
をもらいました。

自分ができることを見つけ自
分の力でやりたいという思いが
Ｄ氏の願いや要求なのだと思い
ました。また、願いがあること
は患者さんにとって生きる力に
なることを学びました。願いや
要求を実現するために、頑張り
を応援していくことが大切だと
感じました。

看護総論の授業では、「病気
になるのは誰のせいだと思いま
すか？」という問いにクラス討

議をしました。先輩の実習レ
ポートを読んで、病気になるの
は労働や生活環境、経済困難が
原因になることもあると知りま
した。病気だけを治すのではな
く、患者さんの生活史を知り環
境を改善しなければ退院後も病
気を繰り返してしまいます。私
たちは疾患について学ぶととも
に社会についても学ぶ必要があ
ると考えました。

入学前は看護師のイメージは
漠然としていて、患者さんに何
かをしてあげることが回復につ
ながると思っていました。しか
し、看護師と患者さんは対等で
あると知りました。すべての人
は健康に生きる権利が平等にあ
り、患者さんの置かれている社
会に目を向けることが大切だと
学んできました。私たちは患者
さんのありのままの事実を捉え、
願いを応援できる看護師になり
たいと思います。私たち 27 期
生は、仲間とともに力を合わせ
て学び続けます。
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2021 年１月に予定されて
いた基礎看護学実習 2 は、新
型コロナウイルス感染症拡大に
よる 2 度目の緊急事態宣言に
伴い延期となりました。９月、
ようやく臨地実習に行くことが
できました。しかし、基礎看護
学実習１での３日間の実習から
約１年が経ち、患者さんとの関
わり、初めて一人で受け持つこ
とや、病態を学んでいくことへ
の不安や緊張がありました。実
習前に行った事前学習では、オ
ンラインでの学習となりました。
オンラインでのグループワーク
はコミュニケーションの難しさ

がありましたが、実習前に事前
学習ゼミを通し、クラスで学び
を共有し実習に臨みました。

基礎看護学実習２では、40
歳代後半男性Ｈさんを受け持た
せていただきました。Ｈさん
は 40 歳代前
半、バイク事
故で入院した
際に糖尿病を
指摘されまし
た。その後糖
尿病が悪化し、
糖尿病性腎症
の合併もあり
ました。Ｈさ

んは不規則な労働時間で、昼食
は勤めていた飲食店のメニュー、
転職後はコンビニ食を摂ってい
ました。また、夜中の２時頃に
帰宅するなどの生活がストレス
となり、血糖値を上げ糖尿病を

26期生
　担　任
大井　涼
冨田智恵
保科時子

学生
共に歩んだ一年

2年
生

“稲刈り”　（生命活動）初めての経験　全員集合　
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悪化させた原因と考えられまし
た。糖尿病性腎症は、糖尿病発
症後５～10 年で発症すること
から未治療の期間が長かったこ
とが考えられました。

2021 年４月中旬、食事中
に突然茶碗と箸を落とし、発語
がなくなり、意識障害、失語、
右片麻痺を主訴にＡ病院へ救急
搬送。左内包、左海馬のアテ
ローム血栓性脳梗塞と診断。緊
急で tPA 静注療法実施し入院
となりました。急性期には意識
障害があり、安全のため両手の
抑制となりました。また、食事
はとれず経管栄養となり、排泄
は尿道留置カテーテルとオムツ
でした。しかし、受け持ち時に
は自力で食事をし、介助ありで
トイレでの排泄ができるまでに
回復されていました。40 歳代
という若さで突然脳梗塞を発症
し、右半身が動かなくなり会話
もできなくなった状態で家族と
離れて入院生活になってしまう
ことは、私には想像できないほ
ど辛く、不安がたくさんあった
と思います。そんな中でもＨさ
んは自分に起こったことと向き
合い、治療とリハビリに懸命に

取 り 組 み こ こ
ま で 回 復 し た
努 力 は は か り
し れ な い と 思
いました。

実 習 中、 自
宅 へ の 退 院 が
決 定 し ま し た。
Ｈ さ ん の 自 宅
は ト イ レ が 狭

く、家族の介護のサポートも期
待できない状況があり、尿器排
泄かオムツ排泄、バルーンカ
テーテル留置が検討されました。
また、経済的にもとても厳しく、
施設等の退院は選択できないこ
とがわかりました。懸命な治療
とリハビリにより入院前の生活
に近づくことができても、この
ような状況により入院前のよう
な生活ができなかったり、でき
ることを諦めなければならない
現実があることを知りました。
お金の有無で入院前の生活が変
わってしまうことは違うと思い
ました。そして、こうした現実
が当たり前の社会ではいけない
と思いました。

Ｈさんは、借金や家族のため
に働き続けなければならない状
況がありました。経済面が困難
な中仕事に追われ、糖尿病の治
療のための内服ができなかった
ことや通院がうまくいかなかっ
たことも、通院しなかったので
はなくできなかったのではない
かと考えました。仕事を頑張り
続けるご褒美にとスイーツを食
べることはＨさんにとって大切
な時間であったと思います。そ
んな中、無自覚のまま糖尿病が
５～10 年間進行し腎症を患い、
動脈硬化が進行し、脳梗塞の発
症と関連があることを学びまし
た。患者の生活背景を知り、あ
りのままを知ることは、病態に
繋がっており個別性の看護を考
える上で重要であると今回の実
習で学びました。また、病態は
患者さんの生活史と密接に関係
しており看護応援を考えるため
には患者さんのありのままを捉
え、病態を理解することが大切
であることがわかりました。今
回の学びをこれからの学習や実
習に活かしていきたいです。
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25 期生は、コロナ禍の中で
最終学年を迎え、「本当に看護
師になれるのか」と思いながら
学んできました。感染拡大の影
響によって、実習の大幅な縮小・
変更があり、専門領域別実習が
３年次前期に行われました。楽
しみだった研修旅行も、オンラ
インでの実施となりました。オ
ンラインでの研修旅行になり、
逆にこれまでなら１か所しか行
けなかった研修旅行が「韓国・
沖縄・ハンセン病問題」と国を
超えて学ぶことができる研修旅
行になりました。

韓国の学びでは、人権を無視
した「慰安婦」制度の存在や、日
本軍による残虐な加害が起きて

いた事実を知り、衝撃を受けま
した。オンラインで90代のイ・
オクソンさんにお会いし、コロ
ナ禍の影響で認知症が進み、「慰
安婦」の歴史を伝えることが難
しくなっているとのことでした。
そのため、「慰安婦」の歴史は

「ナヌムの家」で働く矢嶋さんに
お話をしていただきました。オ
クソンさんが私たちの前に姿を
見せてくれた事は、それだけ「慰
安婦」の事実を忘れないでほし
いという気持ちの表れだったと
感じました。イ・オクソンさん
は「日本政府は私たちが死ぬの
を待っている」と話されており、
日本政府は「慰安婦」の事実を
認め、ハルモニたちに謝罪すべ

きだと思います。政府は日本が
行なってきた加害の歴史を隠し、
教科書から削除し、なかった事
にしようとしています。そのた
め、私たちはハルモニ達の意志
を引き継ぎ、後世に伝えていく
ことが大切だと学びました。

25期生
　担　任
菊池静華
臼倉智美
廣澤絵美瑠

学生
共に歩んだ一年

3年
生

手洗いで感染予防
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２日目は、沖縄について現地
の方のお話を伺いました。戦後
の沖縄では、戦争で親を失った
孤児が沢山いました。子どもた
ちは学校にも行けず、また労働
力として扱われていたことを知
りました。中部基地では、実際
に戦闘機の離陸で轟音が鳴り響
いており、こんなに大きい音な
のかと驚きました。周辺の住民
は、基地の騒音の問題や戦闘機
の低空飛行、事故など被害があ
り、沖縄県民の生活や命が危険
に晒されていることを知りまし
た。さらに、辺野古に新基地建
設のため海を埋め立て、ジュゴ
ンなど絶滅危惧種が生息する海
が破壊されていました。このよ
うな事実は沖縄の問題だけでは
なく、私たちを含めた日本全体
の問題であると感じました。

全療協事務局長の藤崎陸安さ
んの講義でハンセン病患者さん
は、断種や堕胎、強制労働など
とても人権があるような状況で
はなかったのだと学びました。
ハンセン病患者さんは憲法の外
に置かれており、基本的人権が
護られていませんでした。人間
回復を求めて、ハンセン病患者
さんは座り込みやハンストを
行ったそうです。当時の園長で
あった医師たちが人権を無視し、
ハンセン病患者を人間と思わず

日本において恥ずべき汚点であ
るというように話していた事実
を知り、許してはいけないもの
だと憤りを感じました。

今日では憲法が権力を縛るこ
とで、１人１人の人権が守られ
ています。しかし、政府は戦争
の反省をもとにつくられた日本
国憲法を改悪し、再び戦争がで
きる国に変えようとしていま
す。私たちは、政治に関心を持
ち、国民の人権が守られ、誰も
が幸せに生きることができるよ
う、声を上げなければならない
と学びました。

３年間を通して患者さんの願
いを叶えることが出来るように
と学んできました。老年看護学
実習で受け持った患者さんが抑
制されていたことをクラスで討
議し学びを深めたことで、身体
拘束は人権侵害であると考え、
その学びを総合実習に活かすこ
とが出来ました。

総合実習で受け持ったＡ氏
は、右片麻痺によるふらつきで
転倒リスクが高く、ポータブル
トイレとオーバーテーブルを並
べて設置し、部屋から出ないよ
うにする抑制が行われていまし
た。Ａ氏は、ポータブルトイレ
とオーバーテーブルの隙間をつ

ま先立ちになりながら出入りし、
却って転倒のリスクが高い状態
にありました。Ａ氏の抑制は必
要ないと考え、抑制を外す応援
として、「部屋から出る際はナー
スコールを押し、看護師と一緒
に行きましょう」と書いた紙を、
目につく場所に掲示し、日中は
トイレ誘導を行いました。
「一時的」として始めた身体

拘束が、時間の経過とともに「常
時」の拘束となり、時には身体
機能が低下し、高齢者の死期を
早める結果にもつながりかねま
せん。抑制を行う前に病態を理
解し、本当に拘束が必要なのか
チームで検討していくことが重
要です。身体拘束の問題を学び、
抑制を外す看護応援を行ったこ
とは、患者さんの人権擁護に繋
がったと考えます。

私たちは本校に入学するまで
は日本は住みやすい国だと思っ
ていました。しかし、多くの人
が生活に苦しんでいる現状を学
びました。憲法25条に謳われて
いる「健康で文化的な最低限度
の生活」の保障のためには、憲
法12条に「国民に保障する自由
および権利は国民の不断の努力
によってこれを保持しなければ
ならない」とあるように、声を挙
げ訴え続けていかなければなら
ないということを学びました。

国民が安心して生活できる国
になるために、私たちは社会情
勢や政治に関心を持ち、人権擁
護の立場に立つ医療者として患
者さんの願いに応える看護を追
及していきたいと思います。
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　2021 年 12 月 17 日に『つ
くりあげよう未来の平和～学
年を越えた仲間との繋がり～』
というテーマで東葛祭を行い
ました。昨年に続き今年もコ
ロナウイルスの影響で授業
内容や実習などに制限があり、
例年であれば他学年と合同で
授業などを受けて交流するこ
とができていましたが、それ
が叶わず３学年全体の交流の
場がありませんでした。コロ
ナ禍ではありますが少しでも
学年を越えた交流をし、終わ
りの見えない感染症を乗り越
え明るくしたいと言う思いを
込めこのテーマにしました。
　例年はお食事処やフリー
マーケットなどを行い、２日
間に分けて地域の方にお越
しいただき交流していました。
しかしコロナ禍により外部公
開や講師の方を招いての講演
会を行うことが出来ず、今年
は学びの共有と学年全員で行
う企画を考えました。
　学びの発表では各学年の学
びの発表を共有しました。１
年生は移動運動の授業で学ん
だ車椅子ウォッチングについ
てでした。国民全員が憲法に
よって移動する権利を有して
いるのにも関わらず、実際に
は自動販売機やトイレ、駅な
ど車椅子を利用している方に
とっては不便なところがまだ
まだたくさんあると知りまし

た。そのため、もっとバリア
フリーなどが増え、車椅子を
利用していても暮らしやすい
社会になってほしいと思いま
した。
　２年生は基礎２実習につい
て発表しました。患者さんはト
イレで排泄できるが在宅へと
帰るにあたりベッド上排泄とな
り、尿器の使用を試みましたが、
難しくオムツを使用することと
なりました。家庭問題や金銭
問題によってトイレで排泄でき
るのに、オムツを使用しなけれ
ばならない患者さんの辛さがあ
り、もっとサービスがお金のあ
るなしにかかわらず１人１人に
あったものであるべきだと思い
ました。
　３年生は老年看護学実習に
ついて発表し、１人の患者さ
んに対する抑制について触れ
ていました。そこでは抑制を
するのに３つの条件があり、
それらを全て満たしている患
者さんでなければ、抑制帯を
してはいけ
ないことを
知りました。
その患者さ
んは条件を
満たしてい
ないのにも
関 わ ら ず、
人手不足と
いうことを
理由に抑制

されていました。人手不足と
いうことはやむを得ないこと
であるとしても、患者さんの
人権擁護のためにチームで話
し合い考えた上で、応援する
ことが必要だと思いました。
　今年は感染対策を考えなが
ら楽しめる企画を学生が主体
となって作り上げました。レ
クでは学年を越えた交流を目
的とし、３学年混合のグルー
プを作りゲームを行いました。
また、ゲームの後には懇談会
を行い普段聞けないような先
輩後輩からの話を聞いたり
して楽しむことが出来ました。
企画ではファッションショー
を行い各学年でテーマに添っ
た服を着て事前に動画にまと
めスクリーンで共有しました。
企画を通して各学年だけでな
く教員も参加して盛り上がり、
東葛祭は大成功をおさめるこ
とが出来ました。

 東葛祭実行委員２年生一同

第27回　東葛祭
写真で語る 2021
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　 私 た ち 平 和 ゼ ミ ナ ー ル は、

DVD をみたり、本を読んだり

して平和について学んでいます。

　８月に原水爆禁止世界大会に

オンラインで参加しました。本

来であれば、現地、長崎にいっ

て参加し学んでくるはずでした

が、新型コロナウイルスの影響

で現地に行くことは叶いません

でした。現地にいくことで、感

じることもあると思い、行けな

いことが残念ではありましたが、

オンラインであっても多くの学

びを得ることができました。

　原水爆禁止世界大会に参加

す る 前 に、 事 前 学 習 と し て、

DVD をみたり「手をつなごう

核兵器のない世界と未来へ」と

いう冊子を読み、学習をしまし

た。核兵器禁止条約が発効され

ましたが、日本を含め 43 か国

が決議に反対しています。これ

らの国は「世界の平和と安全の

ために核兵器は必要」と言って

いますが、実際は核兵器を持っ

ているだけで危険だと知りまし

た。被爆国である日本は、まっ

さきに反対するべきなのにアメ

リカの言いなりのために批准し

ていません。二度と同じ過ちを

繰り返さないよう、核兵器廃絶

を訴えていくことが必要である

と感じました。

　原水爆禁止世界大会へのオン

ラインでの参加や調べ学習を通

して、なぜすべての国が核兵器

廃絶に賛成しないのかという背

景に、核保有国が他の国を信用

できず、自己防衛のために核を

手放せないということがわかり

ました。しかし、自己防衛のた

めとはいえ、核兵器がこの世に

存在する以上、平和と安全を守

ることはできないと思います。

そして、日本政府は、「被爆国

として核兵器廃絶をリードす

る」といいながら、現実は、核

兵器禁止条約に反対し、日本の

安全はアメリカの「核の傘」に

守ってもらう立場にあります。

日本も「核の傘」に頼っている

のです。私たちは被爆国として

核兵器廃絶を、先頭にたち訴え

るべきであるのに、核兵器禁止

条約に反対し、核の傘で日本を

守ろうと考えるのは、間違って

いると思いました。

　また、多額のお金が軍事費に

使われていることを知りました。

アメリカでは年間約 10 兆円が

軍事費に使用されています。核

がなくなれば、その費用がすべ

てほかのことに使えるようにな

り、世界の貧困問題、医療費、

環境問題の改善が実現可能にな

ります。人や環境を傷つけるた

めにお金を使い続けるよりも、

救うために使った方が有用であ

ると思いました。

　ベトナムの枯葉剤被害につい

ても学習をしました。実際に被

害にあわれた方のお話を聞く中

で、枯葉剤の恐ろしさを知りま

した。枯葉剤は直接あびていな

くても被害がでてしまい、その

被害はその世代だけにとどまら

ず、下の世代まで続いていって

しまいます。実際、枯葉剤被害

は 60 年たった今も続いていま

す。自分たちだけの問題ではな

く、その先の未来を考えた上で

の行動が必要であると感じまし

た。核兵器や枯葉剤被害は長い

年月がたった今も被害を出し続

けているとしり、一度はじまっ

てしまった戦争はたとえ戦争が

終わったとしても被害を出し続

けるということを忘れてはいけ

ないし、戦争は絶対にはじめて

はいけないものだと思いました。

　今回の学習を通して、戦争、

核兵器の恐ろしさを改めて学び、

絶対にしてはいけない、あって

はならないものだと学びました。

まだまだ知らないことがたくさ

んあったので、これからも学び

を深め、核兵器廃絶を実現でき

るよう活動していきたいと思い

ます。
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24期自治会活動紹介24期自治会活動紹介
私たち 24 期自治会は、勤医会

東葛看護専門学校の学生として「患
者の立場に立つ看護」を学ぶために、
学習環境の改善や生活を護りたいと
活動しています。特に今期はコロナ
禍で困窮する学生への支援を求めて
動画を作り、全日本民医連を通じて
厚生労働省と文部科学省に訴えまし
た。

26 期生（２年生）は、新型コロ
ナウイルスの影響により昨年行う予
定だった実習が今年に延期になりま
した。それによりアルバイトが制限
され、収入が大幅に減った学生がい
ました。感染予防のため２週間前
からアルバイトをすることができ
ず、さらに実習中の交通費・昼食

私たちは、本校で学ぶまで政治
に興味はなく、自分の１票で政治が
変わると思っていなかったため、積
極的に選挙に参加することがありま
せんでした。しかし、３年間学ぶこ
とで、現在日本では憲法９条を替え
ようとする動きがあって、戦争がで
きる国になろうとしている実態が
あること、沖縄の基地の問題では
日米安保によって米軍のいいなりに
なり基地があることで周辺住民の被
害は大きく、安全な生活が侵害され
ている現状があることを知り、今の
ままでは平和を守っていくことはで
きず自分の意思を伝えないと何もか
わらないことを学びました。さらに、
18 歳以上の国民全員が平等に持っ
ている「選挙権」という権利を、若
い世代の人々が行使していない現状
があります。若い世代が選挙に行か
ない理由は、そもそも政治に関心が
なく、今どんな選挙が行われている
のか仕組みが分からない、だれがど
ういう政策を訴えているのか知らず、

代などでお金がかかるために、足り
ない分は貯金を切り崩して補ってい
る学生もいました。これらの看護学
生の現状を訴えたことで、文部科学
省・厚生労働省から学生支援緊急給
付金を年度内に支給
するという回答を引
き出すことが出来ま
した。全国の困窮し
ている学生に給付金
が支給されることに
なり、たくさんの看
護学生が看護師を目
指すための学びが保
障される一助になり
ました。

今期は新型コロナ

政治について分からない自分たちが
参加していいのか、自分の１票では
何も変わらない、誰かがしてくれる
という気持ちがあるからではないか
と考えました。そのため、本校の学
生全員に選挙に行く重要性を伝え、
選挙についてもっと考えてほしいと
いう思いからこの活動を行いました。

「若い世代の投票率が低いですが、
少子高齢化が進む中でこれからは若
い世代が主体となって世の中をつ
くっていかなくてはいけないと思い
ます。こんな政策が欲しい、こんな
社会にしたいといった自分の考えを
持った時に、それが反映されるよう
代表者を選ぶことが重要であり、自
分たちに与えられた大事な権利であ
るためその１票を大切にして、１人
１人が考えるべきだと思います。自
分たちが政治に目を向けなかったせ
いで、知らない間に戦争ができるよ
うな国になってしまうかもしれない。
自分たちが誇れる日本を創るために
選挙に行って投票することはとても

ウイルスの影響により、思うように
学校生活を送ることができていませ
んが、学生がより良い学校生活を送
れるように日々活動していきたいと
思います。

大切なことであると思います。また、
自治会で行った給付型奨学金制度制
定に向けた活動を経て、たった１票
でも、多く集まれば社会を動かす大
きな力になると学びました。選挙に
行かないことは、自分の国が今後ど
うなってもいい、将来の日本の未来
を放棄するということになると思い
ます。医療と対極にある戦争を起こ
さず、生きていく大前提である平和
は私たちにとって護り続けるべきも
のであると考えます。自分たちが思
う平和とは何か、どんな未来を作り
たいのかしっかりと考えて、選挙で
自分の意思を示すことが大切である
と思います」と訴えかけました。こ
れからの社会をつくるのは私たち若
い世代であり、私たちがより良い社
会をつくるために選挙にいき、自分
の意思を表出することがとても大切
であると考えるため、今回このよう
な活動を行えたことで選挙について
改めて考えるきっかけになったので
はないかと思いました。

「看護学生として戦争のない平等な医療が受けられる平和な社会を
私たちが創っていきます」

（23期自治会役員３年生）
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　10月11日～11月５日の13日間、千葉県看護教員養成講習会における看護教育実習で、２名の
先生が本校に来てくださいました。１年生の授業、２年生の臨地実習、学校行事や会議への参
加をとおして、看護教育の実際と学校運営について学んでいただきました。
　教育実習に来ていただいた、２名の先生の学びをご紹介いたします。

2021年度千葉県看護教員養成講習会2021年度千葉県看護教員養成講習会
教育実習を受け入れて教育実習を受け入れて

　私は看護教員として未熟であり、わからなことがたくさんある。授業は学生のために行うも
のである。しかし、授業を作成する過程で教員もたくさんの学びを得ることができる。この学
んだことの中から伝えたことを学生に伝えて学生が学ぶ。学生の反応から教員はさらに学んで
いく。この教員と学生の学びの共有が授業の本質であるのではないかと考えた。
　（中略）学びの過程を学生とともに行いながら学生と成長することが教員の役割であり、だ
からこそ「教員は学生とともに成長する」のだと理解した。

　今実習を終え、東葛看護専門学校で教育実習できたことは、私にとって一生の宝物になり実
習が終わってしまうことが寂しいなと感じる。この実習で学んだことや、出会った学生さんと
先生方はずっと心に残ると思う。私はこの研修を終えたら臨床現場に戻るが、未来の看護師を
育てる看護教員の魅力を改めて感じ、いつか看護教員になりたいという気持ちも芽生えた。こ
れから私は再び臨床の現場に戻り、看護学生と新人看護師として迎える立場になる。今回の実
習を通して、看護教員たちが学生を一生懸命育てる姿を見て、その大切に育てた人材を迎える
わがとして大切に指導しなければならないと強く思った。

副校長　山田かおる

鈴木達也 さん

廣井彩夏 さん

11



学生支援給付金復活を求め政府交渉学生支援給付金復活を求め政府交渉

看護学生を地域で支援　東葛健康友の会が呼びかけ看護学生を地域で支援　東葛健康友の会が呼びかけ

「希望の星の皆さん」を応援します「希望の星の皆さん」を応援します

看護学生が地域に支えられ、期待されていることを実感看護学生が地域に支えられ、期待されていることを実感

2021 年 12 月１日民医連は「学生支給給付金復活を求める要
望書」を厚労省と文科省に提出、東葛看護専門学校第 26 期学生
自治会の看護学生３名が、学生給付金が昨年度で打ち切られ（昨
年 60 名 680 万円給付が今年 0 円）、コロナで困窮する看護学
生の実態を訴え、給付金復活を求める要請を行いました。１月
と６月にも要望書を提出し続け、要請行動が実りました。写真は、
2000 年 12 月厚労省記者クラブで実態調査報告と要望書を提出、
記者会見に臨んだ時の様子です。東葛看護専門学校第 24 期・第 25 期学生自治会が動画で、コロナ禍
で困窮する実態と学生給付金を求める声を国に届けました。

コロナ禍は、アルバイトの減収や制限、世帯収入の減収など、
学生生活や経済的にも影響を及ぼしています。東葛健康友の会に
よる看護学生支援の呼びかけにより、コロナ禍のもと連帯の輪が
広がりました。また新婦人の会の皆さんは、夏休み前に間に合う
ようにと車 4 台分の物資、カンパ、メッセージを届けてくれまし
た。終業式で、東葛健康友の会と新婦人の会の皆さんから、看護
学生たちへカンパ（418,374 円）と物資（お米・インスタント食品・
トイレットペ－パ－・生理用品・マスクなど）が渡されました。

東葛健康友の会の江口正博会長は、全日本民医連アンケ－ト調
査の結果、コロナの影響で苦境にある看護学生の実態を知った。江
口会長はその看護学生たちを「希望の星のみなさん」と呼び「コロ
ナ禍で苦しい状況にも諦めないで頑張ってきた学生の皆さんに敬
意を表したい」と励まし、新婦人の会の赤塚利子さんは、募金袋に
書かれた温かいメッセージを紹介。そして涙ぐむ学生たちや教職
員たち。

学生自治会副会長の古畑夏実さん（26期生）より「流山市給付型
奨学金制度を求める署名活動で、全国から署名8960筆が集まり、
その中で東葛健康友の会、新婦人の会の皆さんが熱心に協力して
くださった事実を知り、あきらめないで声をあげ続ける大切さを
学び、周りの支えがなくては充実した学びができないのだと実感
した」「看護学生は厚労省通達で、実習２週間前からアルバイト禁
止、収入が減り学業の継続が困難となる可能性が出てきました。た
くさんの物資や募金に学生一同感謝の気持ちでいっぱいです」と謝意を述べました。

2022年１月　勤医会東葛看護専門学校事務長　児玉宏行
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臨床指導者との夏季研修会をWebで開催しました臨床指導者との夏季研修会をWebで開催しました
副校長　山田かおる

昨年 2020 年、新型コロナウイルス感染症感染拡大のなかで、開校以来毎年開催してきた臨

床指導者研修会を断念しました。看護学校は、年間 8 回の臨床指導者会議と 1 回の研修会を実

施しています。看護学生は、教育時間の１／３（1035 時間）を臨地実習で学びます。臨地実

習は机上での学びを患者さんへの実践をとおして、生きた学びにする重要な教育の場です。この

学びは、学校と臨床現場の共同が不可避であり、看護の後継者を共に育てていく共同の営みの土

台と捉えています。そのため、１日という時間をかけて相互に学びそして議論する夏季研修会は、

私たちの重要な学びの場です。しかし、新型コロナ感染拡大によりその学びの場を奪われてしま

いました。昨年と同じ状況を作り出さないために、今年度は Web による学習講演を中心にした

研修会を開催しました。参加者は、研修生 44 名と公開講座 24 名、総数 68 名で開催すること

が出来ました。

今年度の夏季指導者研修会は、「基本的人権擁護の立場に立つ医療・看護を学び合う　～健康

権を保障する医療・看護、教育について考える～」のテーマで７月 28 日に開催しました。

講演①は「コロナ禍の社会を日本国憲法から考える」のテーマで、講師は愛知県立大学教授 

久保田貢さんでした。今のこの社会を憲法に立脚して学ぶ内容で、特にオリンピック真っ只中で

あっため、オリンピックを歴史・政治をつなげてみることへで、今を理解することへの関心がと

ても高かったです。さらに、正しい歴史認識のもとに憲法を理解し、自分たちの今とつなげて理

解していくことの重要性について述べた感想も多かったです。憲法を学ぶことは、自分たちの実

践の羅針盤であり、毎年学び続けていきたいと思う講義でした。

講演②は「民医連の看護～健康権の視点で考える～」のテーマで、元北海道勤医協看護部長 

加地尋美さんでした。北海道民医連が取り組んでこられた SDH の視点をもって患者さんを捉え

る重要性でした。患者さんの背景をしっかりととらえる事の重要性、さらに私たちが負の感情を

抱いた患者さんは「困っている患者さん」ととらえる事への共感が多く述べられていました。日

常の看護の場面で、患者さんに起きている現状の原因を考えられていたかと、自分自身の看護実

践に引き付けて振り返り、今後への抱負が述べられていた感想が多かったです。事前の文献学習

で、「健康の社会的決定要因（SDH）」とは何かを初めて学んだという感想も多かったが、SDH

の概念を理解したという感想が大半でした。一方、自己責任と SDH をどのように認識していっ

たらよいのか、自己認識との矛盾に突き当たっているという率直な感想もありました。健康は社

会と切り離さずに考えていくことが、今後の私たちのテーマであると感じた研修会でした。

初めて行った、Web 夏季臨床指導者研修会でした。じっくりと講演を聞き、学び、視野を広

げて今と捉えていくことで、未来を描くことができる研修会になりました。
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コロナ社会に訴えた学生自治会 !!
副校長　山田かおる

新型コロナウイルス感染症の全世界的な拡大は、看護学生たちにも生活そして学びに大きな影響を与

えました。その実態を社会に訴えたい！声を出した学生自治会の取り組みをご紹介いたします。

１．全本民医連と厚生労働省に訴えた「学生緊急給付金支給」

２年生４名が、看護学生がアルバイトをしなければ学業が行えない実態、アルバイトの時間をもっと

学ぶ時間に充てたい。昨年支給された「緊急給付金」を今年も支給してほしいことを、本校の代表とし

て動画で訴えました。厚生労働省は、看護学生の切実な訴えをしっかりと受け止め、なんと 2022 年

１月から緊急給付金支給が開始されました

２．NHKテレビの取材「第111回看護師国家試験の追試験をもとめて」

本校の自治会役員の３年生が NHK の取材で述べた内容を抜粋します。

「月に５万円の奨学金を親からの仕送り計 10 万円ほどで学費や家賃を払い、生活費をやり繰りして

３年間勉強してきました。国家試験での合格を前提にすでに病院も内定、３年間働けば奨学金を返済で

きます。今は国家試験に向けて友人同士で集まらないなど対策を徹底していますが、体調に問題なく当日

が迎えられるか不安を抱えています。万が一感染して試験が受けられなくなり、次の１年、生活のために

働きながら国家試験の勉強をするということになれば非常に大変です。これだけ感染が拡大すると、感染

予防を徹底したとしてもリスクがあるので、追試の機会を設けてもらいチャンスを与えてもらいたいです」

３．「東京民報」―新成人の決意―（新聞記事より一部抜粋）

２年生は新型コロナのパンデミック後の入ですが「入学にためらったことはない」とメンバーは口を

そろえます。看護師を志望した理由は「祖母の見取りを通して看護師の仕事を目の当たりにした」や、「幼

少時の入院体験時、看護師が家族までサポートした姿を見てあこがれてきた」等など。しかし、実習を

通じて看護師の命にかかわる責任は重いと体感したけれど、やりたい気持ちが高まった」との仲間の声

に大きく頷きます。同校は実習に力を入れていますが、コロナ禍において実習がこれまでの日程ではで

きないなど困難が生じています。その中で、座学では体験できない経験は貴重です。２年生の男子学生

が担当した患者は、体も動かず嚥下機能が低下して胃ろうや気管切開などの延命措置は望んでいなかっ

たといいます。「“生きる事をあきらめたのかな”と悲しく思っていたら、音楽を聴いて楽しみ豊かに過

ごしていた。本人の願いはしたいことをして生きること。延命しないことイコール生きる事をあきらめ

るのではないことを知った」と話しました。

さらに、３年間の学びのなかで、今、日本が「戦争ができる国」になろうとしていることをしり、平

和を守る大切さを育んできました。総選挙では自治会が中心となって「選挙に移行」とキャンペーンを

行いました。「これまでも今の３年生の“１票で日本が変わる”と取り組んでいたし、今回も選挙に行

こうというアピールを出しました」と語ります。

「政治はどうなっているのでしょう。軍事費やオリンピック、GoTo などお金の使い道が違います。

もっと国民に目を向けてほしい」「社会をしっかり見れる看護師になりたい」新成人が思いを語りました。
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　コロナ禍となり教育のあり方を模索して２年目
になります。今年もリモート授業を始め短縮した
実習でしたが学びの多い一年となりました。１年
生は４月に入学式を終え、ナーシングセレモニー
で患者さんの願いを応援する看護師になる決意し
ました。そして今臨地で患者さんから沢山学んだ
事実をレポートにしています。２年生は何度も実
習ができずにいましたが、基礎２実習、老年・在
宅実習を通して患者さんの願いを応援する看護を
実践できました。いくつになっても人間の回復力
の凄さに生命活動を実感しています。３年生は初

めてリモート研修旅行を実現しました。戦争の実
相を学び、加害の歴史や人権問題を知り、命を護
る医療者の役割を考えました。さらに３年間の集
大成である総合実習の学びを発展させ基本的人権
の立場に立ち、人権擁護の主体者になる看護師を
目指す決意をしました。この 1 年間どうしたら
学生の学びを保障できるのかを教員集団で取組ん
できたように思います。でもやっぱり顔を合わせ
て教育活動しながら学生の成長を見届けたい。来
れなくなって実感した一年でもありました。
 編集委員　高田澄子

16期生の林郁乃です。卒後、今までは循環器内
科など急性期病棟に居ましたが 2021年末より移
動希望を出し緩和ケア病棟で働き始めました。
働き始めて約10年、自分の目指す看護について
改めて考えてみました。疾患や治療を看るだけで
なく患者さんがその人らしく“生きる”をサポー
トできる看護師になりたいと考え、今の病棟で終
末期看護を学ばせていただこうと思ったのです。
最近とても驚いたことがあります。久しぶりに
卒業論文を読んだところ、今も昔も目指す看護が
同じだったのです。私の看護の原点は東葛看護学
校で培われたんだ…と気付きました。
実習で出会った患者さんや様々な授業での学び
が今の私の看護に繋がっていて、その学びを深め
たのは、熱心な指導をしてくださる先生方、個
性豊かだけどそれぞれの意見を言い合える同級生、
皆との関わりでした。大変でしたが、皆とああで
もないこうでもないと課題に向き合い過ごした時
間はとても楽しかった。今でも「また実習がした
いな」と思う時があります。
これから多くの悩みに直面すると思います。で
もとことん向き合ってみてください。答えが出な
い時もあるとは思いますが、必ず何かを得ること
ができるはずです。看護学生時代に得た学びや思
い出は一生ものです。看護師人生の糧にもなるし
支えにもなります。
看護師の仕事はと
ても楽しいやりがい
のある仕事です。皆
様と働ける日を楽し
みにしています。応
援しています。

東葛看護専門学校を卒業後は、外科系の病棟で勤
務しています。毎日のように手術があり、日々慌た
だしく勤務してきましたが、昨年息子が生まれ、現
在は育休中です。産後はまた違った慌ただしさの
毎日です。コロナ禍のため出産は立ち会いができず、
産後も面会ができませんでした。退院後も家族以外
と会うことは少なく、毎日息子と２人で過ごしてい
ます。妊娠中の教室、産後のサークルも全て中止で、
初めての育児の中、息子と 2人取り残されたような
思いになる事もありました。しかし、生まれた瞬間
から呼吸の確認が必要で、全ての事が未発達で常に
人の手が必要な息子も、声を出して笑うようになり、
寝返りができ、離乳食も食べ始める等、日々成長し
ています。そんな息子の成長はとても嬉しく、もっ
と頑張ろうと思えます。このような日々を送れるの
は、コロナ禍の中で無事に出産させてもらえたから
だと思います。これまで人の死に関わることが多かっ
た私は、人の死を目にする事に慣れてきてしまって
いたと思います。出産を見た事もありますが、生命
の誕生を自ら体験し、一つの命が誕生するためには、
様々なリスクを伴うため命をかけて臨むことだと感
じました。命を掛けて生んだこの新しい命をしっか
り守り、大切に育てていきます。

２科 16期生　
千葉百登子
（旧：入江）

ようこそ先輩

編　集　後　記
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小林　功
モノクロ写真館

卒業式　“鳥のように大空に羽ばたけ”（手話）

患者さんの願いを叶える看護を目指します

予定通り挙行された入学式

田植え

２年生男子　２人組

稲刈り

研修旅行� “ハルモニ”とリモートで

練習に必死

地域からの支援物質助かりました 東葛祭　３学年の交流 採血演習

化学でお世話になった竹内先生（右）と
後任の内田先生（左）

地域フィールド（農業）

東葛祭
ベルに変身


